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従来型ワクチンは効果低い
•感染するｳｲﾙｽが
BQ1に置換わる

•従来型のﾜｸﾁﾝで
は3～4回接種し
ても効果が低下

•今回の研究は
BA5対応のﾜｸﾁﾝ
は対象外



治療薬有効

•緊急承認された
治療薬の治験結
果がでる

•若年者中心に
1024人に処方し
て重症化する副
作用はなし

•今後も継続使用
をする



数字だけ見れば減少している
報告義務が無くなっている中で
このグラフは信用できない



大きく舵を切った中国
•ゼロコロナ政策に疲れた国民

•白紙革命の成果

•政府も動かざるを得なかった

•様々な規制を緩和する

•PCR検査の必要性が低下

•行動追跡のスマホアプリも停止

•ウィズコロナ社会への移行



ゼロコロナを緩和した中国



ゼロコロナから変化した中国
今までは行政機関が強制隔離をしていた

自分で抗原検査キットを購入して検査する

陽性だった ＞ 届け出する必要なし

静養は自宅

不安な人たちは外出しない ＞ 隔離を解かれた人が施設に居残る

経済は停滞したままで推移

今後どうなるのか？

コロナかな？

＞自分で解熱剤や風邪薬を購入して服用

救急車を呼ぶ件数が急増
発熱外来に長蛇の列

このまま緩和が続く また厳しい政策に戻る



今後の中国で懸念されること
•政府は「ゼロコロナ政策」をどうするのか

•周近平が進めた政策なので無しにするのは難しい

•現在は経済の事に関心が集中している

• ゼロコロナで経済は停滞 若者の失業率が高い

• 不満を押さえるために取締りはかなり強化された

• 消費が伸びないので商工業が低迷している

•コロナのワクチン接種が十分浸透していない

•今後感染者の急増が起きる可能性

７月で19.9％

医療崩壊が起きる



今後の中国で懸念されること
•周近平が３期目に入っている

• 規約改正までして長期政権を狙う

• 反対勢力は徹底的に排除

•白紙革命

• 規制を緩和したという事は自分たちに不利益なこ
とが起こればまたデモを起こす

• 自分たちの主張が政治を動かしたという成功体験

•周近平体制を維持できるか？ 周近平体制を維持するに
は強権発動か？

SNSを徹底ﾁｪｯｸし行動する前に拘束



１週間を振り返って
•12月9日 ウクライナで徴兵逃れが広がっている

•12月10日 喜びなしのノーベル平和賞受賞式

•12月11日 日本の月着陸船、ロケットから分離成功

•12月12日 今年の漢字は「戦」でした

•12月13日 イラン デモ参加者２人目の死刑執行

•12月14日 ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領LED電球の支援を要請

•12月15日 アメリカ 同性婚権利保障法を制定

• アメリカ 政策金利の値上げ発表



•成人男性は
国外に出ら
れない

•戦場に行き
たくない若者

•お金があれ
ば偽の診断
書で免除

•どこにも裏ｱﾘ
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•今年のノーベル平
和賞

•重苦しい授賞式

•ｳｸﾗｲﾅ 市民自由
ｾﾝﾀｰ

•ﾛｼｱ ﾒﾓﾘｱﾙ

•共にウクライナ侵
攻に関わる団体

•受賞式に出られな
い人もいた
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民間企業の月着陸船打ち上げ
•アルテミス計画の一部

•民間企業の月着陸船
を打ち上げ

•着陸船の切り離し成功

•4月に月に到着

•月面に着陸して探査開
始







HAKUTO-Rの打ち上げ成功



宇宙ビジネスが成長している
•アルテミス計画 最終は月面での経済活動

•今回のように民間レベルでの宇宙ビジネス参加

• ISSの運行は2030年まで

• 中国は自前の宇宙ステーションを建設中

• ISS後の宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ建設

•日本のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾞﾗｽﾄ社

•民間だからできること

•宇宙保険も運用中
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•今年の漢字は
「戦」

•ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻

•安倍元首相襲撃

•北朝鮮ﾐｻｲﾙ発射

•円安物価高

•ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ

•２位 「安」

•３位 「楽」
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•４日前に１人目死刑

•抗議運動中に民兵を
ナイフで傷つけた罪

•今回はデモ中に民兵
を２人殺害

•神に対する戦争の罪

•公開で絞首刑に

•人権団体アムネス
ティが抗議



イランでデモ関連の裁判で死刑判決



今回の処刑に関して
•人権団体ｲﾗﾝ・ﾋｭｰﾏﾝ・ﾗｲﾂは死刑執行を強く非難す
るよう国際社会に求める

•そうでなければ、基本的人権のために抗議している
デモ参加者が、日常的に処刑される事態に

•男性は適正な手続きを経ず、自分が選んだ弁護人
との面会もできないまま、革命裁判所による「見せし
め裁判」で処刑された

•イラン当局は現時点で21人に死刑宣告している

•その多くは「神に戦争を仕掛けた」罪



イランの裁判形態
•1979年 憲法制定 議会・大統領・裁判所の三権分
立が規定されている

•法律は議会によって制定させる

•但しその上にイスラム法が存在する

•最高指導者が選任する「監督者評議会」「専門家会
議」によってイスラム法、憲法、法律の適合性審査

•特別裁判所として宗教裁判所 革命裁判所 軍事裁
判所などがある
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•12月12日 今年の漢字は「戦」でした

•12月13日 イラン デモ参加者２人目の死刑執行

•12月14日 ペルー 緊急事態宣言 邦人足止め

•2月15日 アメリカ 同性婚権利保障法を制定

• アメリカ 政策金利の値上げ発表



ペルー 緊急事態宣言
•12月7日 ｶｽﾃｨｰ
ｼﾞｮ前大統領が反
逆罪で逮捕

•これに反発する市
民がデモ

•当局との衝突で
混乱が激化した
ので30日間の緊
急事態宣言



ペルーで緊急事態宣言発令



複雑な政治体制の中で混乱
• 1992年 フジモリ大統領が議会を１院制にする憲法改正

•その後国民の支持を得る政党が育たないまま推移

•歴代の大統領は汚職疑惑などが絶え間なかった

• 2016年から今まで６人の大統領

• 2021年 ﾌｼﾞﾓﾘ･ｹｲｺと争ったｶｽﾃｨｰｼﾞｮ氏が大統領へ

•急進左派政党から当選 当選後保守派に鞍替え

•政党から追放され弾劾されることに

•大統領が議会停止を宣言 これが反逆罪となる

•現在は副大統領のボルアルテ氏が大統領

•メキシコに亡命しようとして警察に拘束

議員130人

この逮捕を支持者が不満に思う

汚職疑惑もある

初の女性大統領

新型コロナで格差拡大
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同性婚の権利保障法成立
•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ政権
が決める

•根底に変化
した意識

•最高裁対策

•まだ十分と
は言えない
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FRB 政策金利0.5％引き上げ決定



アメリカのインフレ少し収まり気味
•今年に入って相次ぐ政策
金利の値上げが続く
•国内のｲﾝﾌﾚを抑え込む
ために金利値上げ
•市場に出回る資金を減ら
すため
•２月まで0.25%であった
•連続７回の値上げ
•ｲﾝﾌﾚが少し収まってきた



主要国の政策金利の推移
日本のマイナス金利が際立つ

4.5

-0,1

2.5

3.5

4.25



急速に悪化した消費者物価指数

日本3.7%

カナダ6.9%



ﾋﾞｯｸﾞﾏｯｸ指数
•基本的に各国同じ
仕様で販売する

•物価の目安に使用

•2022年7月時点

•１ドル138円で換算

•日本の物価の安さ
が際立つ



物価高ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻から顕著
•新型コロナの蔓延で世界各国の経済が閉鎖的に

•モノの動きが停滞するようになり徐々に物価上昇

•それでも急激な物価高とまでは言えなかった

•ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻でｳｸﾗｲﾅ産の農作物ﾛｼｱの石油
天然ｶﾞｽ等が供給不足など世界的に物価高に拍車

•日本国内でも相次ぐ値上げ 同じ製品が何回も値上

•消費者にとってはかなりの負担になっている

•ｲｷﾞﾘｽではペットの餌代が出せないので手放す事態



イギリスの物価高騰実態 11月初旬



白菜 623円

コカコーラ 424円

卵12個 446円

米10Kg 4565円



ドイツでクーデター未遂発覚



ドイツでクーデター計画が発覚



クーデターはなぜ計画された
•国民の不満が原因

•新型コロナの蔓延によって経済の閉塞感が大きい

•貴族や軍隊の地位の低下

•政府がディープステートに支配されている

•これを打開するには現政府を打倒する必要がある

•ビスマルクのドイツ帝国に戻すべき

•これらの受け皿がﾗｲﾋｽﾋﾞｭﾙｶﾞｰ（帝国の住人）

SNSによる陰謀論の広がりが影響

１年前に計画開始



ビスマルクのドイツ統一
•1861年 ﾌﾟﾛｲｾﾝのｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ１世のもとで

首相になる

•軍国主義化を進める

•普墺戦争・普仏戦争に勝利する

•1871年 ドイツ帝国を樹立

•「大問題は言論や多数決によってではなく、鉄と血に
よってのみ解決される」と演説

•各国と渡り合いアフリカの植民地獲得等活躍



•この時のド
イツを第一
帝国と呼ぶ

•今回のﾗｲﾋ
ｽﾋﾞｭﾙｶﾞｰの
考えた第二
帝国もこれ
を目指す

•連邦議会議
事堂を攻撃

第一次世界大戦前のヨーロッパ

カリーニングラード



今回拘束された人たち
•ハインリッヒ１３世 チューリンゲン州の一部を支配し
ていた貴族ロイス家の子孫

•現在は家族から離れて独自に生活をしていた

狩猟小屋が武器倉庫

旧東ドイツ領



•12世紀 神聖ローマ帝国
の皇帝からこの地域の城
代となったのが始まり

•その後領主として成功

•様々な歴史を経る

•1935年養子ﾊｲﾝﾘｯﾋ１世

•この子どもに13世と14世

•家督を継いだのは14世

•13世は本家と距離を置く

チューリンゲン州

ベルリン

フォークトラント



今回拘束された人たち
•ハインリッヒ１３世 チューリンゲン州の一部を支配し
ていた貴族ロイス家の子孫

•現在は家族から離れて独自に生活をしていた

•空挺部隊のフォン・ペスカトーレ元中佐

•特殊部隊出身の元兵士

•現職裁判官

•＞極右政党「ドイツのための選択肢」の元国会議員

•国家転覆までの力はなかったと判断される

狩猟小屋が武器倉庫

独自の武装集団を構成

ｳｸﾗｲﾅ侵攻で国内の生活が困窮してることで支持を伸ばす



•2020年7月

•ドイツの特殊部隊で問
題が発覚

•ﾄﾞｲﾂの精鋭部隊1700人

•隊員の70人が極右主
義者であった

•自宅に銃器や爆弾を隠
し持っていた

•一部の部隊を解体して
対応



見過ごされていた団体
•右派と言いながらナチスを否定していた

• ＞ドイツ帝国時代の皇帝・貴族を廃止し権力奪取

•東ドイツ時代に社会主義で苦しめられた

•1990年の統一で良くなると思ったが格差そのまま

•移民問題と新型コロナの影響で現政権に失望

•昨年のｱﾒﾘｶ議会占拠事件に触発

•国内に民兵組織約280を作り訓練も行う

•ｼｭﾙﾂ首相等の拉致と議会占拠で改革実行を計画



ドイツだけに限られたわけではない
•今回の事件を過小評価してはならない

•陰謀論の広がりはかなり深いものがある

•SNSを通じて世界中どこでも誰でも情報を得られる

•自分の生活が困窮している人ほど感化されやすい

•各国で極右政党の議席が伸びているのが証左

•日本でもトランプ支持のデモがあった

•民主主義をむしばむ影響力は大きい



防衛費拡充に対しての動き



防衛費の増額を考える
•世界の情勢を鑑みて多くの国がGDPの２％を軍事費
に充てている

•日本は防衛費をGDP１％以内としてきた

•1976年 三木内閣の時に決定した

•NATOは同盟国に２％を支出するように要求

•近年の中国の軍事力強化

•北朝鮮の核・ミサイル開発の進展

•ロシアのウクライナ侵攻

達成しているのは１/３

国際社会に危機感
が広がる



岸田首相の考え
•岸田首相は「国民の命や暮らしを守るために何が必
要か、具体的かつ現実的に議論する」と回答

•今年の5月 日米首脳会談で防衛費増額が話題に

•今国会で防衛費増額を発表

•安倍首相時代の国家安全保障戦略の延長上

•敵基地攻撃能力 ＞北朝鮮のミサイル発射を受けて

•新型ミサイルの迎撃のためにさらなる装備必要

•現在の継戦能力では不十分である



•ｳｸﾗｲﾅのﾄﾞﾛｰﾝがロシアの基
地を攻撃した

•自国のインフラを攻撃する爆
撃機の基地

•今回はｳｸﾗｲﾅ兵が潜入して
誘導したとｱﾒﾘｶが報道した

•自衛のための攻撃

•必要最小限の装備を持つ

•戦況拡大の危険はないのか



•安保関連３文書を策定

•国家安全保障戦略

• 国の外交防衛戦略の基本方針

•国家防衛戦略

• 10年間で保有する防衛力

•防衛力整備計画

• 5年かにかかる経費 装備品数量

•反撃能力を明記した

•費用概算を明示



当面考えられる経費
•スタンドオフ防衛能力 ５兆円
• 必要最小限の自衛手段として相手の領域で有効な反撃をする能力

•防衛装備品維持整備費 ９兆円

• 現在あるもの全てが使えるわけではない ＞部品の使いまわしなど

•弾薬 ２兆円

•隊舎などの老朽化対策 ４兆円

•新たな装備品の確保 ６兆円

•無人機・宇宙・サイバー整備費 各１兆円



費用はどうするのか？
•安定財源を確保する

•令和４年 概算要求 ５兆4800億円

•令和５年 概算要求 ５兆6000億円 + 事項要求

•５年間で４３兆円 ＞毎年８兆円超えを準備する

•財源として増税

• 法人税を値上げする

• 東日本大震災復興税の一部

•国債の発行には否定的

自民党内では批判も多い

国防が成り立たねば国は成立しない

萩生田政調会長は国債の可能性を示唆

賃金値上げを打診しているなか厳しい

流用は国民の理解得られるか



防衛費捻出にあたっての動き



防衛費の使い道
•今までの防衛費の要求では
•人件糧食費が4割を占める
• 正面装備 ＞ 戦闘機・艦船・戦車など
• 継戦能力 ＞ 弾薬・燃料・迎撃ﾐｻｲﾙなど
•正面装備が優先されていた
•その為弾薬が不足 ＞訓練では撃つ時に声を出す
•部品が不足しているので１つを分解して利用する
•兵舎の耐震性が低い上に耐寒など問題

＝平時

＝有事







防衛のための軍事力＝武器輸出せず
•武器輸出三原則

• 禁輸対象 共産圏 紛争地域 国連決議禁止国

• 外国に武器を輸出することは慎んでいた

•2014年 防衛装備移転三原則に変更

• 禁輸対象 紛争地域 国連決議禁止国 約束違反

•武器を輸出する時の確認事項

•①平和貢献・国際協力の積極的な推進に資する場合

•②日本の安全保障に資する場合

第二次安倍内閣



•今までアメリカから武器を
調達することが多かった

•今回F35Aに次ぐ戦闘機の
開発をｲｷﾞﾘｽ・ｲﾀﾘｱとの
共同開発に変更

•アメリカ側との交渉がうま
く行かなかった

•海外市場での参入を考え
ている



まだある問題点
•弾薬の多くは北海道にある

•広大な自然があるので演習場所や弾薬保管に良い

•他の地域に弾薬保管庫を作るのは制約が多い

•自衛隊の想定する戦闘相手

•対ロシア 北海道正面

•対北朝鮮 朝鮮正面

•対中国 南西正面

•有事に即応できる体制を作るには時間が必要

佐世保から南西諸島まで1000Km



今問題になっている静かなる有事
•日本の将来を考えると様々な問題がある

•仮想敵国が攻撃してくることを前提に国防費を増額
しようとしている

•人口減少の影響

• 税収は減少する

• ＞1人当たりの負担率は上昇するばかり

• 自衛隊員のなりても減少する

これを「動」とすれば

これは「静」である



•人口減少
が大きな
問題

•装備だけ
を充実し
ても運用
する人が
いないの
では本末
転倒



自衛隊員の数が伸びない
•定員を下回る

•現代人にとって

•魅力的な仕事？

•ＳＮＳを使えず

•海自は長い航海

•様々な資格が取れるをうたい文句に

•女性自衛官の拡充を狙う

•予備自衛官（４万人） 任期自衛官（２万人）含む



将来のことまで誰も想定していない
•国防の事だけでなく様々な問題について長期的な
ビジョンを持って考えているのか

•国債も膨らむばかり

•2022年末に１０２９兆円になる

• GDP比 202.5

• ｱﾒﾘｶ 125.6 ｲｷﾞﾘｽ 87.8 ﾄﾞｲﾂ 70.9

•少子高齢化している日本で何を大事にするべきな
のかしっかり考える必要がある

国民一人当たり818.6万円
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